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越
川
雅
史
議
員
（
市
川
未
来
の
党
）

　

私
は
、
以
前
国
分
川
調
節
池

上
部
活
用
基
本
計
画
に
つ
い
て

質
問
し
、「
平
成
25
年
度
以
降
に

工
事
着
工
予
定
で
あ
り
29
年
度

末
の
完
成
を
目
指
す
」
旨
の
答

弁
を
得
た
。
そ
こ
で
、
現
在
で

も
当
該
計
画
に
変
更
が
な
い
か

問
う
。
ま
た
、
運
動
場
や
水
飲

み
場
等
は
地
域
の
住
民
や
市
民

団
体
等
と
の
協
議
を
踏
ま
え
た

来
期
着
工
と
地
元
意
見
踏
ま
え
た
整
備
を

予
定
通
り
着
工 

平
成
29 
年
度
完
成
目
指
す

国分川調節池上部活用事業

計
画
で
整
備
さ
れ
る
の
か
。

答　

現
在
、
市
は
県
と
協
議
し

た
内
容
に
基
づ
い
て
整
備
区
域

の
工
事
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

24
年
度
中
に
は
内
容
が
確
定
す

る
こ
と
か
ら
、
計
画
通
り
25
年

度
よ
り
整
備
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。
本
事
業
は
地
域
の
住

民
や
市
民
団
体
と
検
討
し
て
き

た
計
画
に
基
づ
い
て
推
進
し
て

お
り
、29
年
度
完
成
を
目
指
す
。

青
山
博
一
議
員（
新
生
市
川
）

　

行
徳
地
域
の
排
水
路
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
改

修
は
進
ん
で
い
な
い
。
最
近
の

浸
水
被
害
の
発
生
状
況
及
び
排

水
・
柵
渠
施
設
の
未
改
修
箇
所

の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

耐
震
対
策
に
は
柵
渠
の
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
化
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
改
修

計
画
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

柵
渠
の
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
化
を

中
長
期
的
な
視
野
で
検
討
す
る

行徳地域の都市基盤整備

答　

行
徳
地
域
に
は
、
常
習
的

な
道
路
冠
水
箇
所
が
あ
る
が
、

水
路
内
清
掃
を
重
点
的
に
行
い

状
況
改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、

柵
渠
破
損
箇
所
に
つ
い
て
も
、

補
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

柵
渠
の
耐
震
対
策
は
、
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
化
が
有
効
と
考

え
る
が
、
財
政
状
況
も
考
慮
し

つ
つ
、
中
長
期
的
視
野
を
も
っ

て
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

田
中
幸
太
郎
議
員（
み
ら
い
）

　

外
環
道
路
千
葉
県
区
間
の
平

成
27
年
度
開
通
を
控
え
、
生
活

道
路
の
安
全
性
の
向
上
や
道
路

下
へ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
収
容
等
、

街
づ
く
り
へ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
市
と
し
て
は
更
に
、
外

環
道
路
の
開
通
を
積
極
的
・
効

果
的
に
活
か
し
た
、
経
済
面
を

は
じ
め
市
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
み

出
す
一
元
的
な
戦
略
が
必
要
と

市
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
一
元
的
戦
略
を

関
係
機
関
等
と
構
想
の
検
討
進
め
る

外環道路の開通

考
え
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

外
環
道
路
開
通
に
よ
る
効

果
を
本
市
の
活
力
に
結
び
つ
け

る
戦
略
と
し
て
、
地
域
間
交
流

の
活
性
化
や
広
域
交
通
網
の
結

節
点
と
な
る
こ
と
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、
本
市
の
情
報

発
信
等
が
考
え
ら
れ
る
。今
後
、

先
進
市
の
事
例
等
も
参
考
に
、

関
係
機
関
等
と
そ
の
効
果
や
実

現
可
能
性
の
検
討
を
進
め
た
い
。

松
永
修
巳
議
員
（
緑
風
会
）

　

高
谷
地
区
と
妙
典
地
区
を
結

ぶ
（
仮
称
）
妙
典
橋
は
、
外
環

道
路
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
て

完
成
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
現
在
の
工
事
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
。
ま
た
、都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
13
号
二
俣
高
谷
線
の
建
設

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
県
の
考

え
方
と
市
の
認
識
を
問
う
。

（
仮
称
）妙
典
橋
・
都
計
道
の
見
通
し
は

27 
年
度
完
成 

都
計
道
は
早
期
事
業
化
要
望

信篤地域の道路交通

答　
（
仮
称
）
妙
典
橋
は
、
既

に
橋
脚
３
基
と
橋
台
１
基
が
完

成
し
、
進
捗
率
は
51
％
、
平
成

27
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
13
号
に
つ
い
て
は
、
県
は

周
辺
道
路
の
整
備
状
況
を
勘
案

し
た
上
で
今
後
検
討
す
る
と
の

考
え
だ
が
、
市
の
重
要
な
路
線

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
事

業
化
を
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

行
徳
の
住
民
か
ら
の
要
望
で

多
い
の
が
、
ふ
た
か
け
歩
道
の

段
差
解
消
で
あ
る
。
市
道
０
１

０
１
号
（
通
称
30
ｍ
道
路
）
と

新
浜
通
り
の
交
差
点
等
で
は
、

特
に
そ
の
段
差
が
大
き
い
。
段

差
の
解
消
を
図
れ
な
い
か
。
ま

た
、
歩
道
の
下
の
柵
渠
を
含
め

た
耐
震
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

市
は
、
段
差
に
よ
る
転
倒

段
差
解
消
と
歩
道
下
柵
渠
の
耐
震
化
は

計
画
的
に
整
備
進
め
て
い
く

ふたかけ歩道整備

や
つ
ま
ず
き
等
の
対
策
と
し
て
、

歩
行
者
の
安
全
通
行
の
確
保
に

向
け
た
歩
道
整
備
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
市
道
０
１
０
１
号
は

優
先
順
位
の
高
い
路
線
と
し
て

考
え
て
お
り
、
計
画
的
に
整
備

を
進
め
る
。
ま
た
、
柵
渠
の
耐

震
化
に
つ
い
て
は
、
点
検
・
調

査
に
よ
り
老
朽
化
や
損
傷
状
況

を
把
握
し
、
計
画
的
に
進
め
る

よ
う
検
討
す
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

行
徳
地
域
の
ふ
た
か
け
歩
道

に
つ
い
て
、
特
に
通
学
路
や
歩

行
者
の
多
い
と
こ
ろ
は
優
先
し

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
安
全
対
策
や
整
備
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
南

行
徳
４
丁
目
に
接
す
る
市
道
０

１
０
１
号
（
通
称
30
ｍ
道
路
）

沿
い
の
歩
道
整
備
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

優
先
度
高
い
路
線 
順
次
整
備
し
て
い
く

ふたかけ歩道整備

答　

行
徳
地
域
の
ふ
た
か
け
歩

道
の
総
延
長
42
㎞
の
う
ち
、
平

成
23
年
度
末
現
在
で
約
14
㎞
を

整
備
、進
捗
率
約
33
％
で
あ
る
。

ま
た
、
南
行
徳
４
丁
目
先
の
市

道
０
１
０
１
号
は
、
南
行
徳
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
優
先
順
位
の
高
い
整
備

路
線
と
し
て
、
駅
周
辺
か
ら
南

行
徳
４
丁
目
先
へ
向
け
、
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
啓
発

に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
の
遵
守
に
関
す
る
注
意
喚
起

だ
け
で
な
く
、
法
律
違
反
に
は

罰
則
を
伴
う
と
い
う
こ
と
を
合

わ
せ
て
、
よ
り
は
っ
き
り
し
た

内
容
の
啓
発
や
指
導
を
行
う
こ

と
が
今
後
必
要
と
考
え
る
。
今

後
の
啓
発
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

は
っ
き
り
し
た
啓
発
・
指
導
が
必
要
で
は

法
令
遵
守
の
認
識
広
め
る
啓
発
進
め
た
い

自転車の安全利用

答　

市
と
し
て
も
、
自
転
車
は

軽
車
両
で
あ
り
、
道
路
交
通
法

違
反
に
は
罰
則
が
あ
る
と
い
う

認
識
を
市
民
に
広
く
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お

り
、
警
察
と
連
携
し
て
罰
則
の

周
知
を
含
め
た
啓
発
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
必
要
な
場
所
に
注
意
喚
起

の
標
示
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

も
、
警
察
と
協
議
し
た
い
。

南
行
徳
４
丁
目
沿
い
の
整
備
見
通
し
は

街 づ く り

市
道
０
１
０
１
号
（
通
称
30
ｍ
道
路
）
の

ふ
た
か
け
歩
道

（
仮
称
）
妙
典
橋
の
完
成
予
想
図

市議会傍聴の
ご案内

　議場で開かれる本会議は、

いつでも傍聴できます（定員

105 席）。傍聴を希望される

方は、本会議開催時に、市役

所第３庁舎６階の傍聴受付へ

直接お越し下さい。

　本会議の日程については、

市議会ホームページをご覧い

ただくか、議会事務局へお問

い合わせ下さい。

道 路 交 通


